
次の文を読み、以下の問いに答え、記号をマークせよ。 

 

欧米諸国の視察から帰国した岩倉具視らは外征より内治優先の方針を打ち出したため、 ①征韓論を

唱えていた参議らは一斉に下野し、政府に対する士族の不満を背景に政府批判の活動を始めた。

1874(明治 7)年には民撰議員設立の建白書を政府に提出し、天下の公論に基づく政治を行うための国

会の開設を要求して自由民桁運動の口火を切った。一方、士族の中には②武力によって反政府運動を

起こす者もあらわれた。とりわけ 1877(同 10)年の鹿児島県の私学校生を中心とした反乱によって政府は

大きく動揺したが、その鎮圧をさかいに武力による士族の反乱はおさまることとなった。そして政府からも

徐々に立憲政治へ進む方針が示され、1875〈同 8〉年には立憲政体樹立の詔が出され、翌年には憲法

草案の起草も始められたが、その一方で( A )を制定して反政府運動を取り締まった。 

このような政府の動きと並行して、1877(同 10)年民権の伸張を目ざした立志社建白が行われるなど民

権運動は再び活発となり、1880(同 13)年には愛国社が組織を拡大し国会期成同盟と改称して国会開

設を請願するにいたったが、政府はこれを却下し( B )を制定して民権派の結社・集会・言論をきびしく

規制していった。 

こうした民権運動の展開にともなって政府内部にも国会の即時開設を主張する参議があらわれた。こ

の参議は③1881(同 14)年におこった開拓使官有物払い下げ事件に関連ありとして罷免されたが、民椎

派による政府攻撃が激しくなったことから、政府は欽定憲法の基本方針を決定し④国会開殻の勅諭を発

布して国会の開設を公約するにいたった。これによって民権運動は私擬憲法の作成や⑤政党結成へと

進んだ。このころ国家財政は激しいインフレーションにみまわれて破綻をきたしていたため、大蔵卿松方

正義は財政整理に着手したが、極端な緊縮財政をとったために深刻な不況におちいった。この不況によ

る生活苦から、民権運動の支持者であった地主や農民の中には運動を離脱するものが増え、 ⑥政治的

に急進化して一揆的行動にでる者もあらわれたが、政府はこれを徹底的に弾圧したため運動はしだいに

衰退していった。 

しかし国会開設が近づくと運動は再燃した。星亨らによって大同団結が提唱され、翌年には⑦条約改

正交渉の失敗を機に⑧三大事件建白運動に発展し、全国から民権派が上京して政府に激しい陳情運

動を行った。これに対し政府は( C )を制定してこれを弾圧ナるとともに大隈重信・後藤象二郎を入閣さ

せて運動の分断をはかったため、運動は一時的に鎮静化したが、⑨憲法発布が近づくにつれ民権派は

再び活気を呈してきた。 

問 1 文中の( A )～( C )に入る法令の組み合わせとして正しいものを選び、その記号をマークせよ。 

ア A 保安条例  B 集会条例  C 新聞紙条例 

イ A 新聞紙条例  B 集会条例  C 保安条例 

ウ A 讒謗律  B 集会条例  C 治安警察法 

エ A 新聞紙条例  B 治安警察法  C 治安維持法 

オ A 讒謗律  B 治安警察法  C 治安維持法 

問 2 下線部①について、このとき下野した人物として該当しないものを選び、その記号をマークせよ。 

ア 板垣退助  イ 江藤新平  ウ 木戸孝允  エ 西郷隆盛  オ 後藤象二郎 

問 3 下線部②について、この時の武力反抗と関係のない事件を選び、その記号をマークせよ。 

ア 佐賀の乱  イ 秋月の乱  ウ 西南戦争  エ  敬神党の乱  オ 高田事件 

問 4 下線部③について 、この時の北海道開拓長官を選び、その記号をマークせよ。 

ア 伊藤博文  イ 黒田清隆  ウ 五代友厚  エ大隈重信  オ大久保利通 

問 5 下線部④について、これにより国会は何年後に闘かれることとなったか、次より選び、記号をマーク

せよ。 

ア 8 年後  イ 10 年後  ウ 12 年後  エ 14 年後  オ 15 年後 

 

 



問 6 下線部⑤について、この時期に結成された政党としてふさわしくないものを選び、その記号をマーク

せよ。 

ア 立憲帝政党  イ 自由党  ウ 立憲政友会  エ 立憲改進党 

問７ 下線部⑥について、この時期の民権運動として関係のないものを選び、その記号をマークせよ。 

ア 大津事件  イ群馬事件  ウ 秩父事件  エ 福島事件  オ 加波山事件 

問 8 下線部⑦について、この時に改正交渉を担当し極端な欧化政策をとっつた人物を選びその記号

をマークせよ。 

ア 青木周蔵  イ 陸奥宗光  ウ小村寿太郎  エ 井上馨  オ 大隈重信 

問 9 下線部⑧について、この三大事件に相当しないものを選び、その記号をマークせよ。 

ア 外交失策の挽回(対等条約の締結)  イ 地租の軽減 

ウ (対民権運動)弾圧法令の撤廃  エ 言論および集会の自由 

問 10 下線部⑨について、この憲法制定にあたって主に参考にされたのはどこの国の憲法か、次より選

び、その記号をマークせよ。 

ア イギリス  イ アメリカ  ウ フランス  エ ロシア  オ ドイツ 

 

解答 

問１ イ  問２ ウ  問３ オ  問４ イ  問５ イ  問６ ウ  問７ ア  問８ エ  問９ ウ   

問 10 オ 


